
日本では, いまや少子化は多くの人が心配する

深刻な社会問題である｡ 少子化が引き起こす急激

な人口の変化は, 日本社会に危機をもたらすと言

われている｡ 政府はなんとかして少子化を食い止

めようと様々な対策を考えているようだが, なか

なか本格的に実施されていない｡ ところで私たち

は, 少子化や子どもを産むということについて,

人々が現在どのように考えているかを正確に把握

しているとは言いがたい｡

そこで本研究では, 人々が少子化についてどの

ような意識をもっているのかを探ることにした｡

少子化の今後を担っている若い世代を対象とし,

聞き取り調査と調査票調査を行なった｡ そして,

調査を通して得られたデータをもとに, 私たちが

少子化についてどのように向かい合うべきかを考

察した｡

１. 少子化の現状

本章ではまず, 今の社会で子どもが減るという

ことがどのような影響を与えるのか, また少子化

がなぜ起こったと考えられるのかをまとめておく｡� ベビーブーム以降の変遷

1947年からおよそ3年に渡る年は, 270万人近い

子供が誕生しており ｢第一次ベビーブーム｣ と呼

ばれ, 出生率が非常に高い｡ これは, 太平洋戦争

が終結し, 結婚や出産が続いたことが原因である｡

日本が急速に成長していく基点となったこの年は,

子どもがたくさん生まれ, 日本の未来に光が灯さ

れていた｡

このベビーブームが終わると出生率は急速に減

少するが, やがて1972年ごろに ｢第二次ベビーブー

ム｣ が始まる｡ しかし, このベビーブームが終わ

ると現在まで一貫して出生率は低い｡ 現在では第

一次ベビーブームのころとは程遠い, およそ150

万人程度の出生数である｡ 今から60年前は現在の

およそ2倍の出生数だったのである｡

第一次ベビーブームが終わり, 次の第二次ベビー

ブームが始まるまでに約25年かかっていた｡ さら

に25年が経過する頃, 人々は第三次ベビーブーム

の到来を期待していたようだが, その決定的な兆

しが見えることは無かった｡ それでも京都や大阪

の駅, デパート, 東京ディズニーランドやライブ

会場などを目にすると, これで少子化が問題になっ

ているのかというほどの子どもを目にすることが

ある｡ このまま少子化が進んでくれたほうが, 色々

と都合がよく, 風通しのよい社会になるのではな

いかとも思ってしまう｡ しかし, 他方で少子化は

社会に対していくつかの悪影響をもたらすと考え

られている｡� 少子化の影響

少子化がこのまま続くといずれ家が空洞化して

しまい, 家族や地域の集団がなくなることでその

土地の過疎が進むと考えられる｡ 農村で生まれた

若者は都会へ進出する傾向が多いため, 農村と都

会の格差が大きく広がることとなるだろう｡ 都会

には人が集まりやすくなるが, それとは逆に農村

地には高齢者ばかりが残ることになり, 土地の金

利問題や合併なども生じてくる｡ 都会から疎外さ

れた高齢者には, 介護や年金などの問題も多く発

生し, 若い世代の負担が増加するだろう｡ こういっ

た問題も, これから先, 人口が少なくなれば十分

に対処できなくなってしまう｡

また, 少子化が与える影響は経済や社会にも大

きく関わることになる｡ 人口が少なくなると, 商

品の売上やレジャー施設の減退にも後々影響する

だろう｡ また, 子どもをターゲットにしたお菓子
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やおもちゃを販売する業界では, ますます購買者

獲得が困難になるかもしれない｡ 目に見える速さ

ではないが, ちょっとしたきっかけにより日本の

社会は少しずつ変化し, その変化の背景には少子

化という問題が貼りついていることとなるだろう｡

さまざまな専門家がこれからの人口の減少傾向を

調べており, 2100年には今の半分にまで減少する

などと危機感を募らせる情報は多くある｡ しかし

2006年, 長年問題視されてきた出生率が６年ぶり

に上昇した｡ 2005年に過去最低を記録した1.26人

を0.05上回る1.31人に高まったのだ｡ その背景に

は, 団塊ジュニアが家庭を持つ年齢となったこと

と, 徐々にではあるが, 社会の景気回復傾向とが

関わっていると考えられる｡ これから少しずつ社

会の変化と共に良い方向へ進んでいってくれれば

よいが, 現時点では不透明である｡� 少子化の原因

家族の変化

では, これまで子どもが減少してきたのはいっ

たいなぜなのだろうか｡ その原因はいくつもあげ

ることができる｡ まずは, 結婚や出産に対する昔

と今の価値観の変化がそのひとつだと考えられる｡

昔は結婚と出産は連動的なものと考えられており,

結婚するのなら子どもを産むというのがその当時

の家族スタイルであった｡ しかし現代では結婚と

出産はそれぞれ別のものとして考えられており,

結婚と出産の連動性は薄れているのではないだろ

うか｡

また家族のスタイルも変わってきており, 事実

婚や別居という夫婦も増えてきている｡ まさに個

人が自分自身の生活スタイルを強調し始めている

のだ｡ 後述の聞き取り調査の結果でもふれている

が, 自分の時間を持つという生活スタイルは, や

はり結婚や出産によって, 多かれ少なかれ壊され

るものである｡ そういったことが嫌な人にとって

は, やはり結婚や出産というものは受け入れにく

いのかもしれない｡

女性の高学歴化による社会進出

また, 社会的な変化のなかで大きいものの１つ

は, 女性の高学歴化と社会進出にともなう晩婚化

である｡ 昔の女性は早く結婚し, 子どもを作り育

てることが暗黙のうちに義務だとされていた｡ 子

どもを授からない女性は世間から孤立し, 肩身の

狭い思いをしただろう｡ しかし今はそういった考

えは薄れ, 女性も男性と同じように働き, 自由に

人生の選択ができる可能性が高くなった｡ そのた

め今では色々な分野で活躍する女性が増えてきて

いる｡

子供を出産した後, 育てるという役割の比重は

まだ女性の方がかなり多い｡ そのことから, 出産

をして家庭に入れば仕事ができなくなることが少

子化の問題のひとつであると考えられる｡ 女性が

自らのキャリアや能力を生かして仕事をし, 社会

がどんどん発展していくのは大変喜ばしいことで

あるが, その反面, やはり私生活で限られた時間

を自分以外のことに費やすのは難しいのではない

だろうか｡ 本格的な仕事と徹底した家事育児を一

人の身体で成し遂げることは体力的にも精神的に

もかなり大変だ｡

仕事をしていると育児に手が回らなくなり, 育

児をしていると仕事ができない｡ 昔に比べると育

児休暇を実施している会社は増加しているが, 休

暇期間が十分ではないことや, 休暇後の完全な職

場復帰ができないという問題点がある｡ それでは

一生懸命に働いている女性は, 好きな仕事から離

れてまで, 子どもを産む気にはならないのではな

いだろうか｡

また国の社会保障がまだまだ充実しておらず,

安定した家計を保障されないままでは, やはり子

供の存在は考えにくいという問題もある｡ シング

ルマザーを対象にした児童扶養手当の減額も決まっ

た (5年間支給した世帯)｡ 子供を持つ独り身の母

親にとっては, かなりの痛手になることだろう｡

増加する離婚・再婚

近年, 離婚していく著名人をよくニュースで目

にする｡ これも少子化の原因であると考えられる｡

昔は決められた人と一度結婚したらその人と一生

を共に過ごすという考えが強かったと思うが, 今

は結婚の自由が認められ, 個々人が好きなように

恋愛を楽しめるようになった｡ そうしたことで結

婚や離婚に対するハードルが低くなり, 早々と離

婚するのは著名人だけではなくなった｡ 離婚をし

た女性は自らが仕事をし, 自分自身を社会の中に
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生かしていかなければならない｡ そのため, 子ど

もという存在は社会で働く女性にとって重荷になっ

てしまうことも考えられる｡ もし子どもがいたと

しても昔のように大人数ではなく, 一人っ子や2

人, 3人などの少人数が多い｡ 子どもの養育費や

生活費のことを考えると, やはり多くの子供を持

つことは大変である｡

地域環境

また, 地域環境の問題というのも少子化の原因

のひとつにあげられる｡ 子どもを安心して育てら

れる場所――保育所・幼稚園・託児所など家の近

くにそういった施設が充実していれば多少仕事が

あっても安心して子どもを預けられる｡ 学校や塾,

習い事などをさせる教室が便利なところにあると

子育てはやりやすさを増す｡ それだけで十分子ど

もが欲しいと思えるのではないだろうか｡

さらに, 近隣住民の協力なども大いに関係する｡

最近では近所付き合いがあまり頻繁に行なわれな

くなったかもしれない｡ 地方から出てくる人が増

え, マンションなどでも隣に住んでいる人の顔も

分からないということがある｡ そういった状況は

子どもを持つ親にとっては不安な面もある｡ 子ど

もを育てるということは, 自分の身を守ること以

上に責任があり, 大変なことである｡

さらに, 病院の方にも問題が起きている｡ 現在助

産婦や看護師は日に日に減少しており, 患者の数

と合わない状況になっているかもしれない｡ これ

から子を産む親にとって安心して出産ができない

ということになれば, 子どもを持つことに初めか

ら不安を感じることになる｡� 現状のまとめと問題

少子化の原因, 少子化がもたらす影響としては,

以上のようなものが考えられる｡ 少子化は様々な

社会的影響を与える｡ 原因としては, 経済的な問

題, 女性の勤労問題や他にも土地の問題, 公的扶

助の廃止など様々なものが考えられる｡ また影響

としては, 地域の過疎化や家の空洞化, これから

の年金破綻問題などの経済問題がある｡ 若年層の

人口が急激に減少すると今ある制度や社会システ

ムを揺るがすこととなる｡

こうした状況はマスメディアなどを通して伝え

られているが, 人々, 特に今後の人口の増減と深

い関わりのある若い世代が, これらをどの程度把

握し, またどのような意見をもっているだろうか｡

本研究ではまず聞き取り調査を行ない, これらの

点を少し詳しく尋ねてみた｡ さらにその成果に基

づき, 調査票調査を行なった｡

２. 聞き取り調査

聞き取り調査では, 若い女性を対象に, 結婚と

出産, 育児についてどういう考えをもっているの

かを調べた｡

現代の若い女性は結婚や子供を育てるというこ

とに関してどういう考えをもっているのだろうか｡

回答から見られる特徴や共通点, 類似点などを分

析し, 考察する｡� 方法

調査項目

主な調査項目は以下の通りである｡
● 結婚に対してどのようなイメージをもっている

のか｡
● 有名人の結婚報道などを聞くとどう思うか｡
● 結婚はしたいか (理想の結婚年齢)｡
● 結婚のメリット, デメリット
● 子どもは欲しいか (その理由)｡
● 子どもは何人欲しいか｡
● 子育てに対するイメージ｡
● 少子化問題についてどう思うか (解決策など)｡

調査日時

2006年7月に実施した｡

調査協力者とそのプロフィール

調査協力者は20代の若い女性３名 (以下, ａさ

ん, ｂさん, ｃさんと呼ぶ) とした｡ 彼女たちの

年齢, 兄弟構成を以下に示す｡
● ａさん 20歳 姉 (26歳・未婚)
● ｂさん 19歳 兄 (21歳・未婚と23歳・未婚)
● ｃさん 21歳 姉２人 (32歳・既婚と28歳・既

婚) 兄１人 (26歳・既婚)� 結果

調査者と調査協力者との会話の詳細は巻末の
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｢付録1｣ に示す｡ 調査協力者3名の回答の概要は

次のようにまとめることができる｡

ａさん
● 結婚は25～30歳くらいでしたい｡
● 仕事に熱中したい気持ちもある｡
● 結婚は女性の幸せのひとつである｡ 家庭を持っ

て落ち着くイメージがある｡
● メリットは生きがいが増えること｡
● デメリットは自分の時間が持てなくなること｡
● 子供は２人くらい欲しい (一人っ子は淋しい,

多いとお金がかかる, 大変)｡
● 子育てには不安がある｡

ｂさん
● 結婚は26歳くらい｡
● ちょっと遊んでから結婚したい｡
● 結婚好きな人と一緒になれるから幸せだと思う｡
● メリットは好きな人と新しい生活ができること｡
● デメリットは自分の時間が減ること｡
● 子供は２人くらいほしい｡ (１人はいやだが,

多いとお金がかかり, 大変である)
● 子育ては楽しそう｡
● もっとみんな子供を産むべきだと思う｡

ｃさん
● 結婚は30歳前にしたい｡
● もう少し早い方がいいが, 就職や収入を考える

とそれくらいになると思う｡
● 30歳を過ぎるときつい｡
● 子供を産んで, 幸せな家庭を築きたい｡
● メリットは自分の作った居場所ができること｡
● デメリットはそれによって自分も犠牲になるこ

と｡
● 子供は３人以上欲しい (少子化を気にしている

から)｡
● 子育てはうまくいきそうな気がする｡
● 女性の勤労問題や土地などを安くするなどの対

策が必要だと思う｡

３名の回答の共通点をまとめると, 次のように

なる｡

ａさん－ｂさん－ｃさん
● 結婚は30歳くらいまで (ｂさんは聞き取りが終

わった後にそう話した｡ したがって, ｢付録１｣

にはこの発言は含まれていない)
● 子供は欲しい (１人っ子は嫌なので, ２人以上)｡
● 結婚には幸せなポジティブなイメージがある｡
● デメリットとして, 自分の時間などがなくなる

と考えている｡

ａさん－ｂさん
● 結婚するまでに自分のしたいことをする時間が

欲しい｡
● 子供は２人くらいがよい｡

ａさん－ｃさん
● 結婚には, 幸せというイメージがある｡
● 幸せな家庭を作りたい｡
● 仕事に取り組んでから結婚したい｡

ｂさん－ｃさん
● 子育ては楽しみである｡ (ポジティブなイメー

ジ)� 考察

今回聞き取り調査を行なった３人の女性は, い

ずれも結婚願望があり, 出産も経験したいという

意見が共通していた｡ しかも結婚年齢は30歳まで

と考えており, 私はこの点に興味をもった｡ この

30歳というひとつの節目を迎えることで, 女性は

結婚に対する憧れや魅力を無くしていっているの

ではないだろうか｡ 結婚しない女性は仕事を優先

的に考えている場合が多く, この機会を見送るこ

とで仕事の道に行ってしまうのであろうか｡ もし

かすると, 30歳という年齢は仕事を一番楽しめる

年齢なのかもしれない｡ 未婚女性の増加や晩婚化

が多く見られるようになったのは, 女性の社会進

出とその女性の仕事に対する姿勢や熱意が関係し

ているのではないか｡

また, 仕事以外のプライベートな面でも, 女性

は昔と違い, 自由に楽しむことができるようになっ

た｡ その結果, 自分自身の時間や生活を壊される

ことを拒み, 結婚と出産という束縛要因から遠ざ

かっているのかもしれない｡
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３人とも子供は２人以上欲しいという点で一致

していたが, その中でもcさんの意見はおもしろ

かった｡ 自分自身の欲求よりも, 現代社会の少子

化問題を気にしているから子供は3人以上欲しい

という意見だ｡ cさんは少子化問題をとても気に

しているようで, これからの社会が, もっと女性

が働きやすいように変わっていくべきだと主張し

ていた｡ もしかすると, この意見は少子化問題を

調査している私に対しての気遣いかもしれない｡

私も女性という立場からの意見は同じく, もっと

安心・安定した社会になればいいと思う｡� 聞き取り調査を終えて

聞き取り調査で意外に思ったのは, たった３人

ではあるが全員が子どもが欲しいと考えているこ

とだった｡ しかも欲しい子どもの数は２人以上で

あり, もし多くの人が同じような希望をもち, か

つそれが実現すれば, 少子化問題はなくなってし

まうだろう｡ そこで次に, 少子化問題に関する調

査票を作成し, より多くの人から回答を得たいと

考えた｡ 多数の意見を収集することで, 今回の結

果よりは詳細な回答が得られるだろう｡

３. 調査票調査

少子化についての質問項目をいくつか作成し,

調査票調査を実施した｡ 若い世代の意識を調査す

るため, 大学生を対象とした｡� 方法

調査票

この調査で使用した調査票を巻末の ｢付録2｣

に示す｡

質問項目は, ｢子どもが欲しいか, 欲しくない

か｣ を問うものから始まり, さらにその理由を尋

ねた｡ また, 少子化問題をどの程度意識している

のかを問い, ｢少子化が気になる｣ と答えた者に

は ｢どういったことが気になるのか｣ を, ｢少子

化が気にならない｣ と答えた者には ｢なぜ気にな

らないのか｣ を自由記述欄に記入してもらった｡

さらに出産や育児に関する質問も設け, それぞれ

回答してもらった｡ 最後に全員に年齢や兄弟の人

数, 生まれ育った地域を尋ねた｡

日時と場所

2007年10月に京都学園大学で実施した｡

調査方法

京都学園大学の講義 ｢人間関係論入門｣ を利用

した集合調査法とした｡ 回答者はこの講義の受講

生である｡� 結果

回答者のプロフィール

調査票は大学生66人に対して実施し, すべて回

収したが, そのうち使用可能な回答は65人であっ

た (98.5％)｡ アンケート回答者の性別構成は,

女性20人, 男性44人だった｡ すべて未婚で子ども

はいなかった (いずれも無回答１名)｡

年齢, きょうだい数, 生まれ育った地域の度数

分布表を, それぞれ表１～３に示す｡ 平均年齢は

19.0歳 (標準偏差1.04), 平均のきょうだい数は

2.5人 (標準偏差0.84) となった｡ きょうだいが

５人以上の回答者はいなかった｡

表１ 年齢の度数分布

表２ きょうだい数の度数分布
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表３ 生まれ育った地域の度数分布

子どもが欲しいかどうか, およびその理由

子どもが欲しいかどうかを問う質問への回答の

度数分布を表4に示す｡ 6割以上の人から子どもが

欲しいという回答が得られている｡ ｢どちらかと

いえば欲しい｣ まで含めると, 86.2％に達する｡

表４ ｢子どもは欲しいですか｣ の度数分布

次に, 子どもが欲しい, または欲しくない理由

を尋ねている｡ 理由の選択肢は予めこちらで準備

し, 複数回答可で選択させた｡ 子どもが ｢欲しい｣

または ｢どちらかといえば欲しい｣ と答えた回答

者向けの選択肢と, ｢欲しくない｣ または ｢どち

らかといえば欲しくない｣ と答えた回答者向けの

選択肢は異なるので, 別々に示す (表５, 表６)｡

｢欲しい｣ または ｢どちらかといえば欲しい｣

理由の選択肢として, 最も多かったのは ｢子ども

が好きだから｣ (69.9％) で, 以下, 半数以上が

選んだ選択肢は ｢子どもはかわいいから｣ (66.1

％), ｢自分の親に孫の顔を見せたいから｣ (51.8

％), ｢出産や子育てを経験してみたいから｣ (50.0

％) と続く｡

これに対し, ｢欲しくない｣ または ｢どちらか

といえば欲しくない｣ 理由については, 最も多い

もので ｢子育てに自信がないから｣, ｢子育てには

お金がかかるから｣ (いずれも44.4％) で, 半数

以上の回答者が選ぶような選択肢はなかった｡

少子化に対する関心

表７は少子化問題が気になるかどうかを問う質

問への回答である｡ ｢とても気になる｣ と ｢少し

気になる｣ を合わせると, 67.7%の回答者が少子

化を気にしていることになる｡ ともすれば, 現代

の若者は少子化に対して意識が低いと思われがち

だが, 実際は必ずしもそうではないということが

わかる｡

｢１・とても気になる｣ ｢２・少し気になる｣ を

選択した人の理由は以下の通りである｡
● 今後子供の数が減っていくと, 日本は経済的に

やっていけなくなるから｡
● 日本経済やこれからの日本の全てに影響を与え

少子化問題について
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表５ 子どもが欲しい理由の度数分布(複数回答可)

表６ 子どもが欲しくない理由の度数分布(複数回答可)



る問題だから｡
● 高齢者の増える中で, それを支える若い世代が

いないのがこわい｡
● 子供が減ると次の世代に新しい発想ができない

と思うから｡
● 気にならないわけではない｡
● 年金｡
● 高齢社会はマズイやろ～｡ と思うので｡
● なんとなく｡
● 今後, 国に関わってくる大事な問題だから｡
● 年金についての知識はないが, 子供が少ないと

困る気がする｡
● 若い日本人が少なくなると, 年金がもらえなく

なる｡
● 子供の笑顔が見えなくなるのが不安｡
● 人間がいなくなる｡
● 最近は少子化の反面お年寄りが増えて, 介護が

十分に行きわたってないから｡
● 子供が減っていくと経済的に不安定になりそう｡
● 有名な問題だから｡
● 日本の将来を担う若者が減ることは, 日本の未

来もなくなる｡
● デンマークやスウェーデンなど子育てしやすい

環境にある国々のように, 日本も変わっていか

なければならないと考えるから｡
● 少子化によって, 次世代を担う若者がいなくな

るから｡
● 世の中が老人ばかりになっているから｡
● 今後の日本がどうなっていくのか心配だから｡
● 少子化が進んで行き, 老人が増え介護するもの

がいなくなる｡
● 年金制度に大きく関係があるが, あまり子供が

増えすぎても人口問題が起こりそうだから｡

● 年々少子化の増加と共に, 高齢化も進んでいる

から｡
● 小学校が減ったり, 自分の家の近くで遊んでい

る子供が減ったから｡
● 自分が小学校の時のように, 3クラスや4クラス

あるのかなぁって思う｡
● 少子化＝人口減少につながるようで, 今後の日

本が心配である｡
● 自分の子供に負担をかけたくないから｡
● 自分の年金が少なくなったらどうしようかと思

う｡
● 親になったとき, 自分がどう得をするか知りた

いから｡
● 日本の人口が減ってきているから｡
● ずっと問題になっているから｡
● 自分が年老いたときが心配｡
● 自分は教師になるのが夢なので, 採用してもら

えるかどうかが気になってしまう｡
● 強制的な策を出されたらたまったものじゃあな

いから｡

このことから, 少子化を気にする人々はこれか

らの日本の将来――年金や介護問題に不安を感じ

ていることがわかる｡ 新聞やテレビなどでも話題

になることが多いこの問題は, 日本のこれからの

社会を担う若者にとって, 大変重要なことなのだ

と思う｡

次に, ｢３・あまり気にならない｣ ｢４・全然気

にならない｣ を選択した人の理由を示す｡
● 少子化が自分と関わりがあると思えないと感じ

てしまうから｡
● 自分には直接的に関係がないように思われるた

め｡
● 自分の世代ではそれほど深刻にはならなそうだ

から｡
● 考えたことがあまりないから｡
● 周りに子供がたくさんいるから, あまり少子化

に 『ピン』 とこない｡
● 減りすぎているわけじゃないし, 問題ないと思

う｡
● まだ子供を産んだことはないし, 少子化という

実感がわかないから｡
● ピンとこないから｡
● 自分の身の回りが兄弟, 姉妹が多く, 身近に感
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表７ ｢少子化に関心はありますか｣ の度数分布



じないため｡
● 時期がきたらまた子供は増えると思うから｡
● 関心, 興味がないから｡
● 子供が欲しいからといってすぐ子供が産めると

は限らないし, 興味がない｡
● あまりよく知らない｡

少子化問題はあまり気にならないと答えた人の

意見は, ｢自分にはまだわからない｣, ｢実感がな

い｣ というような意見でまとまった｡

以上をまとめると, 少子化が気になると回答し

た人は全体の約３分の２で, その理由は年金や今

後の日本社会を気にするものが多く, 少子化自体

を気にしているという回答はあまりなかった｡ 少

子化が気にならないと答えた理由には, 少子化と

いうものにまだあまり危機感を感じないという意

見が多かった｡

その他の質問

その他に, 子ども, 家庭, 結婚などに関する質

問を設け, ｢そう思う｣ (４点), ｢ややそう思う｣

(３点), ｢あまりそう思わない｣ (２点), ｢そう思

わない｣ (１点) の4件法で回答してもらった｡ 質

問は男女とも回答するもの (24項目), 女性のみ

回答するもの (５項目), 男性のみ回答するもの

(３項目) を用意した｡ それぞれの質問文, 記述

統計量を表８, 表９, 表10に示す｡� 考察

聞き取り調査の結果からは, 調査協力者3人全

員から子どもを生みたいという意見が得られ, さ

らに調査票調査でも４分の３以上の回答者が子ど

もが欲しいと答えた｡ また6割以上の人が少子化

を気にしている｡

それにも関わらず, 一体なぜ少子化は進んでい

くのであろうか｡ 考えられる理由の1つは, 仕事,

時間, 費用といったあらゆる問題が目の前に立ち

はだかり, 自分の意思とは違った人生の方向性を

歩んでいくからということである｡ 今回の調査の

回答者は全員が大学生という比較的若い年齢だっ

たので, 現実に立ちはだかるであろう問題を意識

せず回答できたという可能性が考えられる｡ した

がって, もう少し回答者の年齢を高く設定し, 大

学生ではなく社会人に調査をすれば結果は違うも

のになっていたかもしれない｡

４. 今後の課題

今回の調査で見られた傾向が, 若い世代一般に

当てはまるとすれば, 少子化対策として必要なの

は若者たちの意識を変えることではないだろう｡

社会は彼らの希望を実現するような対応策をとっ

ていかなければならない｡ 人口の減少は, おそら

く避けられないであろうが, 急激な減少は問題が

大きいため, それを緩和するための政策は必要で

少子化問題について
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表８ その他の質問 (男女とも回答するもの) の

記述統計量



あろう｡ 政府は予算の使い方を考え, もっと積極

的な姿勢を見せる必要がある｡ 企業では, 女性だ

けではなく男性にも育児休暇を与え, 育児が終わっ

ても元の職場に戻れるように, 育児後の補助も考

えなくてはならないと思う｡ 子どもができたとい

うことで社会から遠ざけられることは, 大変不安

なことである｡

現在, 日本では原油価格の高騰や株価の下落な

どにより, 日々の生活に対する不安が大きくなっ

てきている｡ 子どものいる生活には多くのリスク

が伴うが, そのリスクを国や政府機関がどのよう

に対処していくのかが重要である｡ 国の援助にも

限界はあるが, 世界には, 子どもの教育を重要視

し, 個人の負担を減らし, 周りの環境を整え, 子

育てがしやすいように取り組んでいる国もある｡

そういった面を日本はもっと取り入れるべきでは

ないだろうか｡ 企業や地域が協力し, 子育てのし

やすい環境を作ることが, これからの少子化を防

ぐために重要であると思われる｡
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